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チ ュ
ープリン と ミオ シ ン の 相互作用

下岡正志 林正男．渡辺良雄 （筑波大 ・生物科学）

1ntelaction　between 　tubulin　and 　myosin

TADASHi 　SHIMOOKA ，　 MASAO 　HAYASHl ，　 YO ．

SHIO 　WATANABE

　　細胞運動 に お け る ア ク チ ン
ー

ミオ シ ン 系 と微小管

　系 の 関連を調 べ る 目的 で ，まず ミ オ シ ン と チ a ・一一ブ

　リ ン の 相互作用 を ぬ 碗 厂0 で 検 討 し た 。材料 として

　ウサ ギ骨格筋 よ りア ク チ ン と ミオ シ ン を調製 し，ウ

　シ 大脳 よ リチ ュ
ーブ リ ン を調 製 し た 。ミ オ シ ア とチ

　ューブ リ ソ の 結合性 を 調べ る方法は ， 両者 を 混 ぜ，

　イ t ン強度を下げ （50mM 　KCI −5　mM 　imidazole

buffer），30℃ で イ ン キ ＝ベ ーF 後，遠心 を行 な い ，

　ミ オ シ ン と結合 して 落ちて くる チ a
一ブ リ ン の 量 を

SDS ザ ル 電気泳動の ク ー
マ ジ ーブ ル ー1こ よ る 染 色

バ ソ ドの デ ン シ トメ F リーに よ り求め た。その 結 果

　ミオ シ ン 1 モ ル に 対 して チ ＝　一・ブ リン ダ イ マ ー約 2
モ ル が 結合す る 事実を 明らか にす る こ とが で ぎた 。

こ の 結合 trCt　pH 　6・2 〜 7．2 に か け て ほ ぼ一
定で

あり，コ ル ヒ チ ン 200μM ，CaC122mM ，　Mg −ATP
4mM ま で の 添加 で 影響 を受けなか っ た。次 に こ の

結台性 に 対す る F一ア ク チ ン の 効果 を調べ た 。 三 者

を 混ぜ る順序 と して，（i）ミ オ シ ン とチ L
一ブ リ ン を

結合 させ た 後 に F一ア ク チ ン を 加 え る．（h）チ ＝
一ブ

リ ン と F一ア ク チ ソ の 共存す る と こ ろ に ミ オ シ ン を

加え る．   ミオ シ ン と F一ア ク チ ン で ア ク ト ミ オ シ

ン を 筋 せ た 後 に チ ューブ リ ン を 加え る，の 3 通り

を行 な っ た
・ そ の 結果・F 一ア ク チ ソ は 【i｝で は 結合 チ

ュ
ーブ リン に 影響を 与 えず ．佃，圃で は ミ オ シ ン の

チ ＝　・一ブ リ ン 結合能 に影響 を 及ぼ し，2 個 の チ ュー

ブ リ ソ 結合能 の うち 1個 の み を 阻害 した e 以上 の よ

うに ．ミ オ シ ン 分子内に 存在す る 2個 の チ ュー
ブ リ

ン 結合部位 の 性質の 差を区別す る こ とが で きた
。 即

ち
一

方 は F一ア ク チ ン 結合部位とは 全 く独立 的 で あ

り．もう一
方 は ア ク チ ン との 競合状態 か ら判断 して

F一ア ク チ ン 結 合部位 の 近滂 に ある こ とが 想 餒 さ れ
た 。

ウニ 未受精卵表層の Tubulin 重合阻 害因子 に つ い

て

成瀬英典 ， 酒井彦一 （東大 ・
理 ・生化）

Inhibltory　factor　of　tubulin　assembly 　from　sea

urchin 　 egg 　cortex

HIDENORI 　NARUsE ，　HIKOICHI 　SAKAI

　　
ム ラ サ キ ウ ニ 未受精卵表層 の O．　4MKCi 抽出分画

（CE ； C ・ud ・ E ・ t・act ）に “i，　 i−n ・ ・i… に お け る 微

　小管 の 再構成を阻害し．再 構成 され た 微小管 を脱重

合させ る因 子 が 含 まれ る 。 阻害活性 の 測定 は ブ タ 脳

か ら Sh ・lan・ki 法 に よ っ て精製 した側 ・管蛋白質

　（MTPs ）を用 い 、粘度計に よ っ て 行な っ た 。

　 CE
を 20mM 　KCI に対し透析 し．生 じた 沈澱 を 0，4M
KCI に 　Suspend す る と阻害因子 は 再び可溶化 され

る 。 そ の 分画 （CIF ； Crude　Inhibitory　Fraction）

を 硫安分画す る と．30〜60％飽和分画 （SAS 　60）に

阻害活性が 見出され た 。 さ らに SAS 　60を DEA ．E −
Seph ・d・・

−A　50 を用 い て 〔laエ・ m ・ ・h ・。m ・t。9 、a
’

phy を行 な うと，阻害因子は 0．5〜O．　6M 　KCt で

溶出 され た （PPIF ； Partially　Pur 五fied　Inhibitoty

F・acti・ n ）・こ の PPIF は MTP ・ の L 　3％ の 蛋白

量 で 完全な阻害効果を示 した。こ の 値 は CIF の 約
1〆10 で あ っ た e ま た PPIF ｝tlOO ℃，10分 の 熱処理

に よ る 失活は わ ずか で あ っ た が， Trypsin 処 理 に

よ っ て ほ ぼ 完全 に阻 害活性 を失 っ た の で ，こ の 阻害

因子は 蛋 白性 で あ ろ うと 考 え られ た 。

　
一

方， SAS 　60 を Hydroxyapatite
で column

ch10matography
を 行 な うと， 阻害活性 は 未吸着

分画 q ）（。・2M 　K −Ph・・ph ・t・） と 。，25 〜 。．3M
K −Phosphate 溶出分 画 （H）の それぞれ に 見出さ

れ た。しか し 1は 重合の 初速度と最終の 重合率を低

下 さ せ る の に 対 し，Hは初速度は あ ま ウ抑えな い

が ・加温 し て約 1吩 膿 徐 々 に 脱重合 させ る作用 を

もつ 。ま た， 【と 皿を同時 に 加 え る と Tubulin 重
合皖 全 に 阻害さht ・。・ れ ら の こ teま9 ＝卵表層
の Tubulin 重合阻害因子が，重台 の Initiation及
び Elongation を 阻害す る 因子 と微小管の 脱重合を

促進する因 子 と か ら構成 され て い る こ とを示 唆す
る 。
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